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13 シャモンダウイルスの関与を疑う牛の異常産の 
病態に関する一考察 

中央家畜保健衛生所 
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 シャモンダウイルス（SHAV）は、節足動物に

よって媒介されるアルボウイルスの１種で、オ

ルソブニャウイルス属シンブ血清群に属する。

本ウイルスは、平成 14 年に南九州のヌカカや牛

から国内で初分離され、翌年宮崎県および鹿児

島県で発生した牛の異常産計６例への関与が疑

われている１～３）が、その病原性は不明な部分が

多い。その後、全国的に SHAV の関与を疑う疾

病の発生は認められていなかったが、平成 27 年

12 月から翌年２月にかけて本県で発生した牛異

常産６例で、本ウイルスの関与が疑われた。 

そこで、各症例の発生状況および各種検査成

績から、本病の病態について分析するとともに、

過去における SHAV の浸潤状況を調査し、本病

の発生要因について検討を行った。 

 

１ 材料および方法 

（１） SHAV の浸潤状況調査 

 平成 21年～平成 26年の各 11月に採取された

未越夏牛 450 頭の血清 450 検体と、平成 27 年６

月、８月、９月、および 11 月に未越夏牛 75 頭

から経時的に採取された血清 300検体を用いて、

SHAV(KSB-6/c/02 株)の中和試験による抗体検

査を実施した。 

（２） 異常産症例の病性鑑定 

１）ウイルス学的検査 

 異常産子６頭の中枢神経系、２頭の脳脊髄液

および、胎盤および母牛血液各２検体を用いて、

オルソブニャウイルス属、オルビウイルス属(パ

リアム血清群、流行性出血病血清群およびブル

ータング血清群)およびペスチウイルス属の遺伝

子検査（RT-PCR）を実施した。 

オルソブニャウイルス属の遺伝子が検出され

た検体については、ダイレクトシーケンス法に

より S RNA 分節の部分配列（443 塩基）を解析

するとともに、HmLu-1 細胞および BHK-21 細胞

に接種後、37℃環境下で回転培養(３代目まで盲

継代)を実施した。 

 また、胎子体液および母牛血清各４検体につ

いて、アカバネウイルス（AKAV、iriki 株）、ア

イノウイルス（AINOV、JaNAr28 株）、ピートン

ウイルス（PEAV、NS/P/04 株）、チュウザンウ

イルス（C31 株）、イバラキウイルス（No.２株）、

ディアグラウイルス（KY115 株）、 SHAV

（KSB-6/c/02株）、牛ヘルペスウイルス１型（Los 

Angeles 株）、牛ウイルス性下痢ウイルス１型

（nose 株）および２型(KZ-91 株）の中和試験に

よる抗体検査を実施した。 

２）病理組織学的検査 

 ホルマリン固定した異常産子６頭の主要臓器

および胎盤を用い、常法に従ってヘマトキシリ

ン・エオジン（HE）染色を実施した。また、特

殊染色として、クリューバー・バレラ（KB）染

色、リンタングステン酸・ヘマトキシリン

（PTAH）染色、コッサ反応を実施した。 

免疫組織化学的染色は、抗 AKAV 家兎血清お

よび抗 SHAV 家兎血清を用いて、SAB 法または

ポリマー法で実施した。 

 

３ 結果 

（１）SHAV の浸潤状況調査 

平成 21 年～平成 26 年はすべて抗体陰性であ

った。平成 27 年は、8 月中旬に県央および対馬

地域の４頭で抗体が陽転し、９月下旬には県内

の広範囲で陽転が確認された。その後、11 月中

旬までに 25 頭（33%）で抗体の陽転が認められ

た（図－１）。 
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図－１ 平成27年度のSHAV抗体検査成績

：8月陽転
：9月陽転
：11月陽転
：陽転なし

 
 

（２）異常産の発生状況 

平成 27 年から平成 28 年に確認された SHAV

の関与を疑う異常産の発生状況は表－１のとお

りで、県南および壱岐地域の黒毛和種繁殖農場

で６例発生した。平成 27 年 12 月に流産１例（胎

齢 223 日）、翌年１月および２月に体形異常を

伴う異常産５例（死産および鑑定殺、胎齢 273

～294 日）で、症例１と症例４は同一農場であっ

た。 

表－１ 異常産の発生状況

症例１ 症例２ 症例３ 症例４ 症例５ 症例６

発生地域 県南 県南 県南 県南 県南 壱岐

飼養形態 繁殖 繁殖 繁殖 繁殖 繁殖 繁殖

発生月日 12/17 1/15 2/2 2/14 2/15 2/18

胎齢
223日
流産

283日
生

273日
死産

288日
死産

294日
死産

284日
生

母牛
（産歴）

8歳
(8産)

1歳
（初産）

10歳
（8産）

3歳
（3産）

2歳
（初産）

12歳
（10産）

 
（３）異常産症例の病性鑑定成績 

１）ウイルス学的検査 

 症例１の流産胎子の大脳と、症例３の死産胎

子の脳幹部、脳室内貯留液および胎盤から、オ

ルソブニャウイルス属の遺伝子が検出された。

これらの塩基配列を解析した結果、平成 27 年に

鹿児島県で分離された SHAV 株の遺伝子と 99.6

～100%一致した。体形異常の４例（症例２、４、

５および６）では、胎子体液から４～64 倍、母

牛血清からいずれも 256 倍以上の SHAV 抗体が

検出された。なお、その他牛異常産関連ウイル

スについては、遺伝子、抗体ともに胎子からは

検出されなかった。 

２）病理解剖学的検査 

12 月に発生した流産胎子に著変は認められな

かったが、１月以降に発生した５例に斜頚及び

四肢の屈曲や伸展（５/５）、脊柱 S 字彎曲（４

/５）、側脳室拡張（３/５）、頭部の変形（２/

５）、大脳前頭葉から頭頂葉の脳内空洞（１/５）、

小脳萎縮（１/５）が認められた（写真－１、２）。

これらの所見は、２月の症例で高率に認められ

た（表－２）。 

流産例は著変なし 斜頚、四肢の屈曲・伸展

脊柱のS字彎曲頭部の変形

写真－１ 病理解剖学的検査  

小脳の萎縮

側脳室の拡張

大脳の脳内空洞

写真－２ 病理解剖学的検査  

表－２ 発生時期と病理解剖学的検査成績

症例１ 症例２ 症例３ 症例４ 症例５ 症例６

胎齢 223日
流産

283日
生

273日
死産

288日
死産

294日
死産

284日
生

発生月日 12/17 1/15 2/2 2/14 2/15 2/18

斜頚 ● ● ● ● ●

前肢屈曲 ● ● ●

後肢伸展 ● ● ● ● ●

脊柱彎曲 ● ● ● ●

頭部変形 ● ●

側脳室拡張 ● ● ●

脳内空洞 ●

小脳萎縮 ●
 

３）病理組織学的検査 

 脊髄腹角の大型神経細胞の減数または消失
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（５/６）が認められ、このうち重度の症例では、

腹索髄鞘が著しく減少し、皮質と灰白質の境界

不明瞭であった（写真－３、４）。その他、脳

の石灰沈着（４/６）、骨格筋や舌筋の大小不同、

配列不整、筋萎縮が認められ（３/６）、筋周膜

を残して筋線維が消失し、脂肪細胞によって置

換された像も認められた（写真－５、６）。萎

縮した筋線維では、横紋が明瞭に観察され、退

行性の変化や細胞反応は認められなかった。ま

た、単核細胞性の囲管性細胞浸潤やグリア細胞

の集簇を伴う非化膿性脳炎（３/６、うち１例は

髄膜脳脊髄炎）が認められた（写真－７）。 

50μm

腹角(灰白質)

腹索(白質)

写真－３ 頚髄（HE） 腹角の大型神経細胞の減少  
背索

腹索

200μm

腹角

写真－４ 胸髄（KB） 腹索の髄鞘減少  

100μm

写真－５ 線条体（コッサ反応） 多数の石灰沈着  

50μm

10μm

写真－６ 骨格筋（HE、PTAH）
筋線維の大小不同、配列不整、萎縮、脂肪性置換  

25μm

写真－７ 大脳（HE） 単核細胞性の囲管性細胞浸潤  
 

なお、脳炎が認められ、かつ SHAV の遺伝子

が検出された症例１および症例３の中枢神経系

について、AKAV および SHAV の免疫組織化学

的染色を実施したが、いずれも明瞭な陽性反応

は認められなかった。 

 発生時期別にみると、脳炎は流産例だけでな

く、体型異常の症例でも認められた。脊髄病変

は体型異常の症例すべてに認められ、筋病変も

高率に認められた（表－３）。 

 

表－３ 発生時期と病理組織学的検査成績

症例１ 症例２ 症例３ 症例４ 症例５ 症例６

胎齢 223日
流産

283日
生

273日
死産

288日
死産

294日
死産

284日
生

発生月日 12/17 1/15 2/2 2/14 2/15 2/18

非化膿性脳炎 ● ● ●

脳の石灰沈着 ● ● ● ●

脊髄腹角の
神経細胞減数

● ● ● ● ●

筋萎縮/脂肪性置換 ● ● ●
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３ まとめおよび考察 

 病性鑑定成績から、平成 27 年 12 月～平成 28

年２月に発生した６例の異常産で、SHAV の関与

が疑われた。中島ら４）は、県内の平成 11 年～平

成 20 年における SHAV の浸潤状況調査を行い、

平成 14 年に 39/73 頭（53.4%）、平成 19 年に２

/72 頭（2.8%）で抗体の陽転が認められたことを

報告している。これに今回行った浸潤状況調査

結果を併せると、県内では、南九州で SHAV の

関与を疑う異常産が確認された平成 14年に本ウ

イルスが流行したものの、それ以降の 13 年間大

きなウイルスの動きはなかったことが分かっ

た。このことにより、平成 27 年には多くの牛が

抗体を保有しておらず、広い地域でのウイルス

の流行と異常産の発生につながった可能性が考

えられた。 

オルソブニャウイルス属シンブ血清群が引き

起こす牛の異常産のうち、先天異常子牛は関節

彎曲症、水無脳症、または小脳形成不全症に特

徴づけられる異常を示し、ウイルス感染時の胎

齢によって様々な病変が認められる５)。代表的な

もののひとつであるアカバネ病では、AKAV 流

行後にまず非化膿性脳脊髄炎が認められ、その

後、矮小筋症や水無脳症といった先天性奇形が

発生する５～９)。報告によって差があるが、AKAV

は概ね胎齢２～９か月の胎子に病原性を示すと

考えられている６、７)。アイノウイルス感染症で

は、矮小筋症や水無脳症がほぼ同時期に認めら

れ、AINOV は胎齢３～６か月の胎子に病原性を

示すと考えられている６、７)。PEAV やサシュペリ

ウイルスの関与が疑われた異常産症例では、剖

検で四肢拘縮、内水頭症または小脳形成不全が

認められ、組織学的検査では脊髄腹角の神経細

胞減数および骨格筋の脂肪性置換が顕著である
10～12)。本症例で認められた病理解剖学的および

組織学的所見は、これらシンブ血清群ウイルス

が引き起こす異常産症例と類似しており(表－

４)、SHAV が同様の病態を辿ることが示唆され

た。 

その中で、水無脳症が認められなかった点、

脳の石灰沈着が高率に認められた点、脊髄腹角

の病変や骨格筋の脂肪性置換が重度であった点

表－４ 他のシンブ血清群ウイルスとの比較

病変 シャモンダ アカバネ アイノ ピートン

解剖 関節や脊柱彎曲 ○ ○ ○ ○

水頭無脳症 × ○ ○ ×

内水頭症 ○ ○ ○ ○

小脳低形成 ○ × ○ ○

組織 非化膿性脳脊髄炎 ○ ○ ○ △

脊髄腹角細胞減数 ○ ○ ○ ○

筋萎縮/脂肪性置換 ○ ○ ○ ○

脳の石灰沈着 ○ × ○ ○

 

 

は、比較的特徴的な所見と考えられた。シンブ

血清群ウイルスにより引き起こされる水無脳症

は、胎齢早期に起こる非化膿性脳炎の代償性変

化と考えられている５)。今回、水無脳症を伴う異

常産の発生が認められなかったことに加えて、

県内の抗体陽転状況と発生時胎齢から、県内で

発生した６症例の胎子感染時期はすべて胎齢４

～６か月の胎齢中期と推測されることから、

SHAV が胎子に病原性を及ぼす期間は比較的短

い可能性が考えられた。脳の石灰沈着は、変性

した神経細胞に対する異栄養性のもので、病変

部の修復像と考えられており、アイノウイルス

感染症や PEAV の関与が疑われる異常産のよう

に、脳炎が比較的軽度な疾病で認められる７、11)。

一方、今回認められた脊髄腹角の病変は重度で

あり、SHAV は脳よりも脊髄への傷害性が強い可

能性が考えられた。また、骨格筋の脂肪性置換

はアカバネ病でも認められる所見ではあるが、

筋周膜内部がすべて置換されるほど重度な病変

は一般的ではない８、９)。これについては、今回

の症例では脊髄腹角にある下位運動神経が強く

障害されていたことから、支配下の筋線維への

神経刺激が断たれたために筋線維の発達が阻害

され、萎縮、消失した病変であることが示唆さ

れ、SHAV の脊髄障害性が強い可能性を支持する

成績と考えられた。今回、本県で発生した限ら

れた症例における所見をまとめたが、今後、本

ウイルスの病態をより正確に理解するために、

症例数を積み重ねる必要がある。 

平成 27 年から 28 年にかけて、本県以外の九

州各県において、SHAV の関与が疑われる異常産
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が同時期に複数発生したが３、13、14)、いまだ本疾

病の明確な診断基準はない。本ウイルスの病態

を解明して診断精度を向上させることは、畜産

業への被害の程度を正しく評価することにつな

がり、ワクチン開発の必要性を検討する一助に

なると思われる。 

最後に、SHAV の遺伝子解析および免疫組織化

学的染色を実施していただいた、国立研究開発

法人農業・食品産業技術総合研究機構動物衛生

研究部門の梁瀬徹先生および田中省吾先生に深

謝する。 
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